












































































































テキスト番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 平均値
テキスト総ページ数（a） 324 224 224 223 176 274 210 302 244．6
評価テストに関するページ数（b） 9 13 7 10 6 16 19 9 11．13












テキスト番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
1回の授業で扱う分量




テキスト番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
90分の授業中評価・テストの


















テキスト番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 擁












































部分的テスト（個別項目テスト） 0 0 011 1 1 04
総合的テスト（統合テスト） 0 0 0111 104
問題作成の
留意点
テストのねらいを明確にする 0 0 01 00 0 01
1問1項目にする 00 0 1 0 0 01
内容を偏りなくする 0 0 01 0 0 0 01
多様な方法、形式でテストする 00 0 10 0 0 01
易問から難問へ配列する 000 1 01 002
範囲 0 0 0 01 0 01
形式 00 0 01001
分量 0 001 01 0 02
配点 0 0 0 01 0 01
テスト問題（推敲）のチェックリスト 00 00 0 0 011
波及効果 0 0 0 0 0 1 12
（表4）の左側にある項目を上から見ていくこととする。まずテストの
種類についてであるがNRT（集団基準準拠テスト）とCRT（目標基準準
拠テスト）についての記述が8冊の教科書のうち2冊しか行われていなかっ
た。テスティングに関する専門書では当然のごとく記述される項目であり、
中学校や高等学校の教員が作成する頻度が高いと思われる中間テストや期
末テストなどの到達度テストがCRTに分類されることなども触れていな
い教科書が多いことは意外な結果であった。到達度テストにおける受験者
の得点を解釈する場合、NRTのように正規分布を求める必要性がないに
もかかわらずベルカーブを描く分布こそが望ましい結果であると誤解して
いる教職課程履修学生を数多く見てきた筆者としてはNRTとCRTの典型
としてどのようなテストが存在しているのかということと共にこの2種類
のテストの得点の分布や解釈の仕方についてはすべての教科書に、たとえ
簡単にであってもよいので、含むべきではないかと思う。
次にテストが備えるべき条件についての記述であるが8冊中すべてが信
頼性という言葉を含んでおり妥当性という言葉が見られなかったのは1冊
だけという結果であった。ただしこの1冊にも次のような内容が含まれて
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英語科教育法テキストにおける評価およびテストの扱い
いた。
ペーパーテストによる発音・アクセントの問題と実際の発音の技能との
相関
この記述を妥当性についての具体例としてとらえると調査対象としたす
べての教科書が信頼性と妥当性について記述していることになる。それゆ
え教科書執筆者たちはテストを作成する場合にこれらが非常に高い重要性
を含んでいるということを英語科教育法の受講生たちに伝達しようとして
いることがわかった。
客観テストと主観テストの出題形式については記述の詳しさに程度の差
こそあれすべての教科書が含んでいた。これらのテキストを英語科教育法
の授業で使用する教職課程履修学生が自分達の外国語学習を通してほとん
どすべての問題形式でテストされる経験をしていることを考慮すると、具
体的であることはより望ましいが部分的な扱いにとどまっていたとしても
特に大きな悪影響は無いとおもわれる。しいて言えば今後小学校への英語
教育の導入や早期英語教育におけるテスト問題の作成に対する需要の伸び
が予想されるので図解法についての記述が増えていくことが望ましいので
はという感想を持った。
統計処理に関してはテスト実施後に行われるという発想からなのか教科
書中で扱われる頻度が非常に低いことが判明した。相対評価については統
計処理の視点からではなく記述されている教科書もあったが、この言葉が
評価とテストの項目で登場している場合は本研究においては「記述あり」
に分類し（表2）に含んだ（表2）。中学校・高等学校の教員が作成する
可能性の高い到達度テストは前述したとおりCRTに分類されるので、項
目難易度や項目弁別度がNRTほどテスト問題の改良において支配度を持
つことはないかもしれない。しかし、差異指数やB一指数をいったCRT
の分析に関わる用語は専門性が高すぎるという判断からなのかどの教科書
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にも登場しなかった。この点においては記述がなかったことも納得はでき
るがCRTの問題作成と改良について統計的手法を取り入れることも有効
である程度の記述は英語科教育法の教科書にも含んでほしいというのが筆
者の意見である。教育実習期間中であっても小テストの作成から実施、採
点、評価などを任されたり、新任教員が定期試験の作成を依頼されたりす
るケースが皆無であるとはいえず、テスト問題作成経験がほとんど無いこ
うしたケースにおいてこそ以前使用された問題の改良に統計結果を利用す
ることが有効であると思うからである。
テストの機能別観点からは形成テストと総括テストについて8冊の教科
書のうち7冊に記述が見られた。指導過程のどの段階で実施されるかとい
う点においても異なるこの2つのテストはそれぞれの果たす機能が異なる
ことからかその違いをとらえる必要があるのである。その一方で診断テス
ト、到達度テスト、熟達度テスト、配置テストという機能的分類は半数程
度の教科書に登場するにとどまった。このことが現場の教員が作成するテ
ストの頻度の高さと関連しているからならば、作成頻度の高いことが予想
される到達度テストをひとつの軸とした記述の方法も考えられるのではな
いかと感じた。
また、問題作成の際の具体的な留意点を記載してあるテキストが少なかっ
たのは残念であった。テスト問題作成経験の豊富な教員には当然であるこ
うした具体的内容も、そうした経験のない教職課程履修学生には問題作成
時にチックリストとしても使えることからその利用価値は高いと思われる。
ぜひとも多くの教科書に積極的な記載が行なわれることを望む。
5．まとめ
今回の調査では8冊の英語科教育法の教科書を対象とし評価とテストに
関する記述の分量と内容を概観してきた。教科書執筆者たちが英語科の教
員免許状取得を目指している学生に習得してもらいたいと考える評価とテ
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ストに関する知識は教科書に登場しているはずであるという仮定をもとに
した調査結果であることをお断りしておく。半期科目としてカリキュラム
に配当されることの多い英語科教育法の授業で評価とテストに関して多く
の時間を割いた指導を行ったり、統計的手法を用いたテスト問題の作成方
法を学ばせたりすることはこの科目の中心ではありえないという暗黙のメッ
セージが発信されているようであると感じられる結果であった。
評価とテストに関する独立した項目が今回調査対象とした8冊すべての
教科書に見られたことは英語科教育の中でそれなりの重要性が示されてい
るものの、結果と考察で述べたように量的な観点から十分とはいえない段
階にとどまっていることがわかった。評価とテストについての記述が相対
的にもっとも低かったテキスト①ではテキストのページ数を指導時間に比
例させて考えた場合40分未満しか配当できないことになってしまうのであ
る。
また教科書によって評価やテストの項目のうち扱っている内容に偏りが
見られたのは執筆者によって重要と思う内容に差があり、英語科教育法の
授業で扱っておくべきことについては共通の認識が出来上がっていないこ
とが示唆されたともうけとれる。テストの妥当性や信頼性についてはすべ
ての教科書が記載していた一方で、統計的手法を利用したテスト問題の作
成や結果分析に言及してある教科書はあまりなかった点などがその例であ
る。問題作成の経験に乏しい教育実習生や新任教員にこそ、過去に出題さ
れた問題を分析・検討することがより良いテスト問題作成の準備として有
効であろうからテストの種類に合わせて統計的手法を取り入れていくこと
に関しての基本知識の記述が行われていくことを期待したい。
調査対象とした教科書の記述についていろいろ述べてきたが教科書を教
えるのではなく教科書で教えるという当たり前の立場に立てば評価とテス
トに関する知識の伝達は量的にも内容的にも担当教員のr味付け」によっ
て大きく左右される。評価とテストの項目にとどまらずその他の項目につ
いても教科書で扱われている分量と内容に差があることを認識し、採用し
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た教科書のみがこの科目の重要事項すべての代表となっているわけではな
いということを理解しておき他の教科書との比較を行ないながら英語科教
育法の授業を行なうことで記載内容やその分量に支配されることなくより
よい教育効果をあげることにつながるはずである。
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